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イントロダクション 
 

COBie は Construction Operations Building Information Exchange の略で、ファシリティ管理情報 

提出の際の仕様です。これは、形状モデルの情報よりもむしろ建築モデル情報のサブセットを送るた

めのスプレッドシートデータ形式です。 

GRAPHISOFT ArchiCAD は直接 COBie のスプレッドシートにエクスポートすることはできませんが、

ArchiCAD BIM モデルと IFC データ交換機能により、無料または市販の変換プログラムによって、簡

単に COBie のドキュメントに変換し出力します。 

IFC と COBie との関係は何ですか？ 

COBie スプレッドシートは、Basic FM Handover ビュー定義（IFC2×3 スキームの一部）を割り当てた

ものです。Basic FM Handover ビュー定義は、建物モデル間のファシリティ管理情報を交換するため

buildingSMART によって開発されました。ArchiCAD の IFC2x3 インターフェイスとデータベースは

Basic FM Handover ビュー定義モデルのエクスポートをサポートしていますので、COBie のスプレッド

シートのセルの値のほとんどは、Basic FM Handover ビュー設定に従って ArchiCAD からエクスポー

トされた IFC モデルから抽出できます。 

Hint IFC 2x3 の Basic FM Handover MVD と COBie との関係の詳細については、ここを

クリックして buildingSMART の Web サイトを参照してください。 

本稿では、COBie2 スプレッドシートを作成するために適したデータを作成するために、どのような情

報を追加するか、IFC モデルのエクスポート方法の実践的な情報を提供します。（COBie の現バージ

ョンは 2.4 です。） 最後の章では、buildingSMART が推奨する無料 IFC→COBie 変換ツールを使用

したサンプルワークフローをご紹介しております。 

Hint ArchiCAD の IFC 機能に関しましては、ArchiCAD ヘルプや IFC2x3 リファレンスガイ

ドをご参照ください 。 

Note 「Responsibility Matrix version 17」（2013 年 4 月 30 日公開）と呼ばれる、現在

入手可能な COBie-IFC マッピングルールに基づいてこのドキュメントは作成されています。 
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COBie2 のための ArchiCAD モデルの準備 

 

COBie2 で使用される Basic FM Handover ビュー定義が意匠モデルおよび/またはその要素から次

の IFC のデータタイプを照会します： 

- 所有者歴データ 

- IFC 属性 

- IFC プロパティ（標準 IFC 2x3 とカスタム COBie2 -必要なプロパティ） 

- IFC 分類参考データ 

- IFC タイププロダクトのエンティティ 

- IFC ゾーンの割り当て 

- IFC システムの割り当て 

- 基本数量 

- スペースコンテインメント関係 

- スペース境界関係 

これらのデータタイプはすべて、ArchiCAD データでご利用いただけます。 

COBie で必要とされるデータを効率よく表示するため、ArchiCAD の事前定義された COBie スキー

ムが使用できます。（IFC スタンダードデータベースをフィルタします）こうして、要素レベル（「要素の

設定」ダイアログボックス）とプロジェクト階層レベル（IFC マネージャ）の両方で、COBie に関連するデ

ータフィールドを表示し、必要事項を記入します。この事前定義済みのスキームは、各エンティティ

タイプのカテゴリを定義しています。 
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図 1 COBie スキームによるデータ管理 

そこで、IFC データ管理ダイアログで COBie2 が必要とする IFC データを表示するため、適切な IFC

のスキームセットアップコマンドを含む ArchiCAD のプロジェクトに適切な「COBie2....xml」ファイルをロ

ードしてください。（ファイル>ファイル特殊> IFC2×3） 

Note COBie が必要とするカテゴリ定義の分類基準は各国で異なるため COBie2 スキー

ムファイルは複数ご用意しています。例として、イギリスは Uniclass を使用し 、アメリカではフ

ァシリティ、Space および、タイプを分類するために OmniClass 標準を使用しています。

（Uniclass 1.4 の場合は、指定されたカテゴリは複数の分類表を使用する場合があります。）

COBie が必要なカテゴリ基準データを必ず一つは記入しなければならず、その情報が特定

の要素に対して COBie が必要とするカテゴリ定義であることを表します。 
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図 2 スキームテンプレートとして COBie が必要とするプロパティをロード 

IFC マネージャーでは、「スキームアイテムのみ表示」アイコン をクリックし、ロードした COBie ス

キームデータのみを表示するための全ての IFC データベースをフィルタします。このアイコンを有効に

すると、スキーム定義に含まれていないデータは、画面上で非表示になっています：これは COBie

に関連するデータのみを記入するために役立ちます。たとえば、ロードベアリング、ポジション、リノベ

ーションステータスなどといった COBie スキームには含まれませんが、ArchiCAD から継承されるデ

ータは非表示になります。また、他のアプリケーション（例えば、構造または MEP）からのモデルで、プ

ロジェクトに以前追加されたアプリケーション固有のカスタム IFC データについても同様であり、これら

は COBie とは無関係です。 

 

以下の章では、COBie2 スプレッドシートで使用する ArchiCAD で提供されるデータ（設計アプリケー

ションで必要とされるデータ）をまとめたものです。 
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図 3 COBie2 スプレッドシートのワークシート 

次の表で使用されるセルと文字の色について： 

 ArchiCAD の中で入力されたデータから直接取得されます。すなわち、これら

COBie データに対応する ArchiCAD と IFC データタイプは ArchiCAD モデルで

設定または作成される必要があります。 

 

 自動的に ArchiCAD モデル、プロジェクト設定、 IFC エクスポート から抽出され
ます。すなわち COBie データが ArchiCAD の中で自動的に設定され、

ArchiCAD ユーザーは余分なデータ定義を要求されません。 
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Contact 
COBie2 Contact ワークシートは、プロジェクト/モデル設計者の人と組織のデータをまとめたものです。 

 

図 4 ArchiCAD モデルデータと COBie2 Contact ワークシートデータ間のマッピング 

ArchiCAD のプロジェクトデータは緑色の COBie2 項目に対応するように入力されている必要がありま

す。すべての「Contact」のデータは、ArchiCAD のプロジェクト情報 （ ファイル > 情報 ）」ダイアログ

ボックスで入力することができます。 
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図 5 ArchiCAD の Contact データ（プロジェクト情報） 

Facility 
COBie2 Facility ワークシートは、ファシリティ（建物の使用用途）（IfcBuilding）、プロジェクト

（IfcProject）、そしてサイト（IfcSite）のデータをまとめたものです。 
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図 6 ArchiCAD モデルと COBie2 Facility ワークシート·データ間のマッピング 

すべての主要な Facility データは、プロジェクト情報ダイアログ（ファイル > 情報）で定義することがで

きます。 これらのデータはまた IfcProject、IfcSite と IfcBuilding エンティティの主要な属性として、

IFC マネージャーで管理することができます。 

 

図 7 ArchiCAD の Facility データ（プロジェクト情報） 
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Facility カテゴリを設定するには 、IFC Manager で適切な分類基準を設定します。COBie は

「Construction Entities by Function」（アメリカ）または「Uniclass」（イギリス）の権利を与えられ、

OmniClass Table11 で設定されている IfcBuilding 分類を必要とします。両方のシステムは

ArchiCAD に搭載された分類ルールとして 、IFC マネージャー の事前定義されたルールのオプショ

ン で使用できます 。 

 

図 8 適切な OmniClass または Uniclass 分類システム（IFC Manager）によって設定された COBie 

Facility カテゴリー 

Facility の COBie が必要とする単位系は、エクスポートオプションで設定することができます。COBie

が必要な IFC エクスポート用に最適化されたエクスポートオプションが含まれている事前定義された

設定（ArchiCAD の「IFC 変換設定（COBie2 エクスポート IFC トランスレータ）」）があります。（COBie2

対応 IFC モデルエクスポート章を参照） 

 

Floor 
COBie2 Floor ワークシートは、建物階層（IfcBuildingStorey）のデータをまとめたものです。 
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図 9 ArchiCAD モデルと COBie2 フロアワークシートデータ間のマッピング 

「Floor」は ArchiCAD のプロジェクトのフロア設定にあたります。階層名（COBie「Name」）、階高

（COBie「Elevation」）と高さ（COBie「Height」）をフロア設定 ダイアログ（ デザイン > フロア設定 ）で定

義することができます。 

 

図 10 フロア設定は、ArchiCAD で主要な COBie フロアデータを定義 

フロア「カテゴリ」を設定するには、適切な「フロアタイプ」の IFC マネージャー における分類基準デー

タを選択します。事前定義ルールの「COBie Floor and Zone Category」（フロアタイプ指定）を選択し

てください。ArchiCAD フロア設定（IfcBuildingStorey）の"説明"属性は 、IFC マネージャー を介して

設定することができます。 
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図 11 IFC マネージャーの フロアタイプ定義 

 

Space 
COBie2 Space ワークシートは、プロジェクトの Space（IfcSpace）のデータをまとめたものです。 

 

図 12 ArchiCAD モデルと COBie2 Space ワークシート·データ間 のマッピング 
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「Space」は ArchiCAD プロジェクト内のゾーン（IfcSpaces）にあたります。下図のように COBie2 が必

要とするデータは、ArchiCAD のゾーン設定で設定できます 。IFC データは、IFC プロパティの管理 

オプション（タグとカテゴリタブ）で設定します。 

各 COBieSpace（ArchiCAD ゾーン）はユニークな COBie "name"を持つ必要があります。そ

れは ArchiCAD のゾーン"番号"（数値）になります。 

 

図 13 ArchiCAD のゾーン設定 

Space カテゴリ設定を行うには、ゾーン設定ダイアログ（タグやカテゴリ>IFC プロパティの管理）や IFC 

Manager で適切な分類基準データを選択します。COBie は「OmniClass Table13-Space by 

Function（アメリカ）」または Uniclass システム（イギリス）と呼ばれる IfcSpace 分類を必要とします。

両方のシステムに対して、事前定義ルールを使用できます。 

ゾーン設定＞タグとカテゴリ＞ＩＦＣプロパティ管理＞事前定義ルールを適用…＞ 

「OmniClass」＞「Table13-Space by Function」＞必要な項目を選択し「適用」 
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図 14 Space カテゴリの定義 
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Zone 
COBie2 Zone ワークシートは、プロジェクト内の特定の属性を共有するスペースのセットをまとめたも

のです。言い換えると、COBie スペース（IfcSpaces）のグループ（IfcZones）をまとめたものです。 

 

図 15 ArchiCAD モデルと COBie2 ゾーンワークシートデータ間のマッピング 

COBie「ゾーン」は、ArchiCAD プロジェクトで IFC ゾーンの割り当て（IfcZone）エンティティにあたります。

IfcZone エンティティは、ArchiCAD ゾーン（IfcSpace）エンティティをグループ化したものです。その

COBie2 が必要とするデータを、IFC ゾーンエンティティは、IFC マネージャーのみで定義され、管理

することができます 。 

COBie「ゾーン」（IfcZone）は「割り当て」ツリーの「IFC ゾーン」のメンバーにそれを適用することにより、 

新しいコマンドで定義することができます。同じ名前の属性に COBie「名前」と「説明」のデータを設定

します。 

ゾーンの「カテゴリ」を設定するには、IFC マネージャーで適切な「ゾーンタイプ」の分類基準データを

選択します。事前定義ルールの「COBie Floor and Zone Categories」（ゾーンタイプ指定）を選択し

てください。 
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図 16 IFC マネージャーで COBie2 ゾーン（IFC ゾーン）定義 

新しく作成された IFC ゾーンエンティティに同じ機能を持つ複数の ArchiCAD ゾーン（IfcSpaces）（例

えば、サーキュレーションゾーンなど）を割り当てるには、IFC Zone エンティティの「新規リレーション」

フォルダにドラッグアンドドロップします。 
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図 17 IFC ゾーンで ArchiCAD ゾーンのグループ化 

ホットリンクされた ArchiCAD のゾーンエンティティは、IFC ゾーンにグループ化することはでき

ません。これらのゾーンに IFC ゾーンエンティティを割り当てるには、まずそのホットリンクモジ

ュール接続を解除する必要があります。 
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Type 
COBie2 Type ワークシートには、機器や製品のタイプをまとめたものです。 

 

図 18ArchiCAD モデルと COBie2 タイプワークシートのデータ間のマッピング 

COBie「タイプ」は ArchiCAD プロジェクトで IFC の製品タイプエンティティにあたります。IFC 製品タイプ

とその COBie2 が要求するデータは IFC マネージャーでのみ定義することができます。ArchiCAD は

自動的にすべての ArchiCAD 要素タイプに IFC 製品タイプのエンティティを生成します。次の表は、

自動的に生成された IFC の製品タイプの名前の例を示しています。 
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図 19 IFC 製品タイプエンティティの名前付けルール 

IFC スキーム設定（ファイル>ファイル特殊>IFC 2x3）ダイアログでは、マッピングルールによって付け

けられたタイプの名前を上書きすることができます。例えば、ArchiCAD にロードした COBie スキーム

XML は、ライブラリ部品名、建築材料、幅と高さのパラメータおよびデータ値のうち、いくつかのテキ

ストが含まれ IfcWindowStyle と IfcDoorStyle に対する複雑な名前付けルールが含まれています。 

 

図 20 IFC スキームセットアップコマンドによって名前のマッピング  
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図 21 スキーム設定が与える WindowStyle マッピングの影響 

もちろん、タイプ名を手動で変更することができます。定義済みのタイプ名を変更または、COBie-必

要な属性、プロパティ、およびタイプの分類の基準（COBie カテゴリ）を管理するには、まず 編集可能

にするため IFC の製品タイプのエンティティを設定する必要があります。選択した製品タイプ項目で 

編集/新規タイプアイコンをクリックし、そのプロパティテーブル（右側）で編集ができます。 

 

図 22 製品タイプのエンティティを編集可能にする方法 

IFC 製品タイプが編集可能な場合は、以下の機能が利用できるようになります： 

- （「name」属性の変更を）名前を変更、 

- COBie 属性とプロパティの設定、 

- タイプカテゴリを設定、 

- 別のタイプにメンバーを移動することで、そのメンバーの内容を変更する。 
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タイプカテゴリを設定するには、IFC Manager で 適切な分類基準データを選択します。COBie は

「Product」と呼ばれる OmniClass Table23（アメリカ）、または Uniclass システム（イギリス）によって

IFC 製品タイプ分類を必要とします。両方のシステムは、事前定義ルールの中の分類ルールを使用

できます。 

 

図 23 ウィンドウスタイルエンティティの COBie カテゴリーの定義  

COBie が必要とする時間単位は、エクスポートオプションで設定することができます。COBie が必要

な IFC エクスポート用に最適化されたエクスポートオプションを含む事前定義された設定（ArchiCAD

の「IFC 変換設定（COBie2 エクスポート IFC トランスレータ）」）があります。（COBie2 対応 IFC モデル

エクスポート章を参照） 

タイプ定義の後にモデル内に新しいコンポーネントを作成する場合は、IFC マネージャの製

品タイプダイアログで編集タイプに新しいコンポーネントを簡単に、ドラッグアンドドロップするこ

ともできます。 
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2 つの異なるホットリンクモジュールの中で、同じタイプのコンポーネントがある場合は、ホット

リンクモジュールの接続を切断した後にのみ（COBie Type ExtIdentifier（IFC GlobalId）内で）

一般的なタイプでそれらを統一することができます。 

 

Component 
COBie2 Component ワークシートは、プロジェクトの個々の名前の項目をまとめています。 

 

図 24 ArchiCAD モデルと COBie2 コンポーネントワークシートデータ間のマッピング 

「名前」のデータは、要素の ArchiCAD の「ID」に由来しているので、要素の設定ダイアログでそれらを

設定することができます。すべての IFC データは、「設定」ダイアログの IFC プロパティ管理（タグとカ

テゴリタブ）または、IFC Manager で 設定できます。 

注意：各コンポーネントは独自の COBie「名前」（ArchiCAD の「ID」）を持っている必要があり

ます。ArchiCAD 要素に固有の（異なる）ID を割り当てていない場合は、要素 ID マネージャ

機能（ドキュメント>スケジュールとリスト）を使用して、いつでも行うことができます。 

「スペース」のデータは、要素に割り当てられた ArchiCAD ゾーン（IfcSpace）を表しています。IFC エ

クスポートがスペースコンテインメントとスペース境界を含む場合、このデータは自動的に計算されま

す。（COBie2 対応の IFC モデルエクスポート章参照） 
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図 25 「ウィンドウ設定」ダイアログで設定される COBie が必要とするコンポーネントデータ 

 

System 
COBie2 System ワークシートはサービスを提供する要素の設定をまとめます。言い換えると、プロジ

ェクト要素のシステム（IfcSystem）のデータをまとめたものです 。 
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図 26 ArchiCAD モデルと COBie2 システムワークシートデータ間のマッピング 

COBie「システム」は、ArchiCAD プロジェクトで IFC システムの割り当て（IfcSystem）エンティティにあ

たります。IfcSystem エンティティは、ArchiCAD 要素のグループです。COBie2 が必要とするデータ

である IFC システムエンティティは、IFC マネージャーのみで定義され、管理することができます。 

「割り当て」アイコンをクリックし、COBie「システム」（IfcSystem）にあたる「IFC システム」のメンバーに

適用することにより、新しいコマンドで定義することができます。同じ名前の属性フィールドを使用して

COBie「名前」と「説明」を 設定します 。 

システム"カテゴリ"を設定するために 、IFC Manager で適切な分類基準データを選択します。

COBie は「Element」と呼ばれる OmniClass Table21（アメリカ）によって、または Uniclass（イギリス） 

の IFC システム分類が必要です。両方のシステムは、適切に事前定義されたルールオプションの下

で ArchiCAD 搭載の分類ルールが使用できます。 
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図 27 IFC マネージャーの COBie2 システム（IFC システム）定義 

新しく作成された IFC のシステムエンティティに（例えば、エレベータ用）と同じ機能を有する

ArchiCAD の要素を割り当てるには、単にドラッグして、IFC のシステムエンティティの「新規リレーショ

ン」フォルダにドラッグアンドドロップします。 
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図 28 IFC システム内の ArchiCAD 要素グループ化 

ホットリンクされた ArchiCAD の要素は、IFC のシステムでグループ化することはできません。

これらの要素に IFC のシステムエンティティを割り当てるには、そのホットリンクモジュール接

続を解除する必要があります。 

Graphisoft MEP Modeler アドオンで定義された MEP システムも、ArchiCAD プロジェクトの中で

IfcSystem として取り扱うことができます。新しい IfcSystem を作成して、使用可能なリストから定義

済みの MEP システム名を選択します。 

MEP ソフトによってエクスポートされた IFC モデルを ArchiCAD プロジェクトに結合する場合、IFC マネ

ージャーで、その MEP システムとそのプロパティを管理することができます。 

http://www.graphisoft.com/archicad/mep_modeler/
http://www.graphisoft.com/archicad/mep_modeler/
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図 29 MEP Modeler システムの IFC システム変換 

  

Document / Attribute / Coordinate / PickLists 
データは、ArchiCAD がエクスポートした IFC モデルから自動的に抽出されます。 

 

Assembly / Connection / Spare / Resource / Job / Impact / Issue 
これらのデータタイプは COBie2 ルールによって設計アプリケーションから要求されておらず、

ArchiCAD プロジェクトでも使用できません。これらが必要な場合は、テーブルの内容を手動でスプレ

ッドシートに記入する必要があります。 
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COBie2 対応の IFC モデルエクスポート 
 

COBie が必要とする IFC モデル/ファイルが COBie2 の要件に最適化されたエクスポート設定（「IFC

トランスレータ」）を使用することにより、容易にエクスポートすることができます。ただ平面図や 3D ウ

ィンドウのいずれかから「COBie2 Export」というトランスレータと共に「名前を付けて保存」を行います。

（「ファイル」メニュー ） 

 

図 30 COBie2 の要件に最適化された IFC モデルのエクスポート 

COBie2 への IFC モデルのエクスポートのステップ： 

1. エクスポート用のフィルタ要素（次のオプションを使用してください）： 

-選択された要素のみ： 

（要素が選択されている場合にのみ使用可能） ： 

現在のビュー（「名前を付けて保存」コマンドを発行したときに開いていたビュー）で選択

した要素がエクスポートされます。 

-プロジェクト全体 ： 

モデル全体が（任意の選択、要素レイヤーの表示/非表示に関わらず）エクスポートさ

れます。 

-表示要素 ： 

現在のビューでの表示要素は任意の選択に関わらずエクスポートされます。「表示」と

は、（レイヤー設定、モデル表示オプション、部分構造表示のため）表示されるように設

定されているすべての要素を意味します 。 
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平面図（「すべてのフロアの表示要素」）からの IFC エクスポートを行う場合、この

選択はプロジェクトのすべてのフロアに現在表示されているすべての要素が含まれ

ています。 

「表示要素」を選択した場合、ArchiCAD のゾーンが現在のビューに表示されるよ

うに設定されていることを確認してください。たとえば、3D ウィンドウから保存する場

合、3D ダイアログボックス（表示＞3D 表示要素）フィルタと切断要素でゾーンが

表示されていること確認してください。 

2. 変換設定でトランスレータを COBie2 要件のために調整された「COBie 2 エクスポー

ト」に設定してください。」「COBie 2 エクスポート」トランスレータの主要なエクスポートオプショ

ン（オプションの「エクスポートするモデルデータを導き出す」） の意味は以下になります。（設

定をご確認ください） 

 

-スペース閉じ込め： 

ArchiCAD ゾーン（IfcSpaces）とその中のオブジェクト、モルフ要素（MEP 機器など）との

関係をエクスポートします。「含まれる」とはオブジェクトまたはモルフの中心点が、3D

空間で ArchiCAD ゾーン内にあることを意味します。このオプションは、コンポーネント 

ワークシートの COBie「スペース」データのエクスポートに必要です。 

-基本数量（大きさ、面積、体積）： 

COBie2 が必要とする要素の基本数量をエクスポートします。 

-IFC スペース境界： 

これは、ArchiCAD ゾーン（IfcSpace）とそれを囲む建物要素間の接続関係をエクスポ

ートします。このオプションは、コンポーネントワークシートの COBie「スペース」データの

エクスポートに必要とされます。 
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図 31 「COBie 2 エクスポート」IFC トランスレータの主なエクスポートオプション 

3. モデルの単位を設定します。 

 

4. ファイル名を定義します。 

 

5. ファイル形式を IFC に設定します。（または COBie 2 スプレッドシート変換ツールのフ

ァイルサポートによって.IFCXML も可）。COBie2 スプレッドシート作成方法の章をご参照下さ

い。 

 

6. 「保存」をクリックします。 
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COBie2 スプレッドシートの作成方法 
 

ArchiCAD の IFC ファイルを XML タイプの COBie 2 スプレッドシート形式に変換するために外部アプ

リケーションが必要となります。 

IFC 2x3 の Basic FM handover MVD のための IFC と COBie2 スプレッドシート形式は同一の情報内

容を取得し、異なるフォーマットを通って相互転換することができます。IFC 変換からの COBie は、い

わゆる「COBie Responsibility matrix」文書に従って作成されます 。このドキュメントでは、IFC ファイ

ルと COBie スプレッドシート間のマッピングルールを定義し、そして、どの IFC エンティティタイプが

COBie コンポーネントとタイプエンティティ（「タイプアセット」と「コンポーネントアセット」の表）に変換す

ることが許可されているかをご説明します 。 

専用ツールは、エンジニア研究開発センター（ERDC）によって開発された無料の COBie Toolkit ア

プリケーションなどの変換を実行するために使用されます。 COBie Toolkit は下記リンクからダウンロ

ードできます： 

http://projects.buildingsmartalliance.org/files/?artifact_id=5466 

 

ERDC COBie Toolkit は、COBie FM Handover プロジェクトのために開発され、COBie2 へ IFC データ

をマップする変換ツールと構成を含みます。変換は、2 ステップで簡単に行うことができます。 

 

図 32 COBie 変換への IFC ステップ 

ヒント もし「COBie QC レポート-設計成果物」エクスポート形式を選択した場合、 、アプリケ

ーションは IFC モデルで不足している項目をチェックします。このチェックは COBie データに

対して実行される様々なチェックの概要を提示します。 ：例えば、各タイプに対して少なくと

も一つの要素、タイプ、少なくとも一つのフロアに対して独自の名前が必要です、等 

http://projects.buildingsmartalliance.org/files/?artifact_id=5466
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非常に大規模な IFC モデルの場合、COBie ツールキットスターターダイアログでメモリオプシ

ョン（最大ヒープ、マックスパーマやスタックサイズを増やす）を変更します。 

 

図 33 メモリの設定の例 

COBie Responsibility Matrix（「タイプアセット」と「コンポーネントアセット」の表）に基づいて、

COBie ツールキットは、デフォルトでいくつかの IFC エンティティタイプ（例 IfcWallType、

IfcWall、IfcWallStandardCase）を無視します。もし COBie タイプとコンポーネントにすべての

IFC エンティティタイプ変換を許可したい場合は、「オプション」で「なし」から「COBieIDMPlugin」

モードに変更します。 

 

図 34 COBie に無視される IFC エンティティと製品タイプ 

 


